
1. はじめに

村田昭は太平洋戦争も末期の１９４４年１０月，京

都市中京区大宮通蛸薬師において村田製作所を

創業し，土を焼く知恵と技術を電気製品の部品

として開発・応用しながら，エレクトロニック

・セラミックスという最先端技術を徐々に発展

させて，同社を世界的な電子部門の一大メーカ

ーへと成長させた１。現在，村田製作所は，機能

材料としてファンクショナルセラミックスの多

岐にわたる研究開発を行い，主としてセラミッ

クスの電気的特性を利用し，誘電体製品，圧電

体製品，さらには高周波デバイス，モジュール

製品など様々な電子部品，ならびにその関連製

品の開発及び製造・販売を行なっている。

「新しい電子機器は新しい電子部品から，新

しい電子部品は新しい素材から」を基本理念と

する同社は（Murata Today参照），無機・有機

化学原料からセラミック，電子部品に至る一貫

生産を行い，これを支える材料技術，プロセス

技術，設計技術，生産技術をベースとして，こ

れらの技術の垂直統合を重視した研究開発を推

進していることで知られる。

本研究は，村田製作所の創業者である村田昭

の企業家としての考え方と経営方針，そして村

田製作所の企業としての発展を，その創業から

１９８０年９月のエリー社（Erie Technological

Products，米国のセラミック・コンデンサのト

ップメーカー）の買収までの時期について，い

くつかの注目すべき側面を取り上げ，村田製作

所の成長の要因を分析することを目的としてい

る。カーボン抵抗器の製造からスタートしたエ

リーという米国の電子部品製造会社は，村田製

作所が営業面・技術面で初めて密接な関係を持

った外国企業であり，村田製作所が，いわばつ

ねに「追いつき，追い越す」ための基準座標と

して来た企業である。そのエリーを１９８０年９月

に買収したことは，村田製作所にとってひとつ

の大きな目標点に到達したことを意味した２。

本研究における分析の論点を次の７点に分

け，それぞれについて考察を進める。

１）海外市場の開拓・海外技術の輸入と輸出

２）資本調達と国際資本市場での融資

３）子会社・分社化の戦略（支店・工場）

４）海外工場の展開

５）重要な技術革新と同業他社との技術競争

６）人材の育成および大学研究者・通産省と

の協働

７）従業員処遇・福利厚生と労働争議

８）総括と結論

序論としての本稿の構成は以下の通りであ

る。まず第二節において，村田昭の個人史と，

村田製作所の創業から１９８０年のエリー社の買収

までの歴史を概観する。その際，以後の論考の

テーマとなる問題点を指摘しつつ論述を進め

る。第三節は，先に示した７点がいかなる意味
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で，村田昭の経営の歴史を考察する上で重要か

を解説する。第四節は村田昭に対して行なった

インタビューの日時と主な内容をまとめる。

2. 歴 史

２‐１．創業前

村田昭は，１９２１年３月２５日に村田吉良の長男

として京都市東山区に生まれた。父は石川県か

ら京都市内の泉涌寺地区に移住し，碍子の製造

業を営んでいた。その町工場は従業員６～７人

の小さなもので，自前の窯もなく共同の窯の一

部を借りて焼いていた。泉涌寺地区は京都の清

水焼の産地のひとつで，貸窯方式を中心に発展

してきたため，比較的小さい規模の業者が多

く，各地からの移住者が集まる新開地として清

新の気風があふれていた。

昭は幼い頃から病弱でいろいろな病気に悩ま

されていたが，京都市立第一商業学校２年生の

１３歳の時，当時不治の病と恐れられた肺結核に

かかり，病状が悪化し中退を余儀なくされた。

「病気のデパート」から抜け出すことができた

のは１８歳のことである。

健康を回復した昭は父の仕事を助け，何とか

事業を拡大したいという思いから，得意先を開

拓しては，と父に進言したところ，「事業を大

きくしたら，他所さんの得意先へ注文を取りに

行くことになる。そうすると当然今買っておら

れる価格より安くしないと注文がとれないか

ら，それでは今まで納めていた同業者は困る

し，こちらも儲からないではないか。そんな馬

鹿なことを考えるな」と叱られた。その代わり

に，同業者と競合しない新しい製品分野であれ

ばよい，という父の了解をとって特殊磁器に取

り組んだことが，今日の村田製作所の事業の核

であるファインセラミックス応用製品へと展開

するきっかけとなる。

まず昭は，化学用の焼物に取り組もうと思

い，京都大学冶金教室の父の友人を訪ねた。実

験室では各種の化学磁器が使われていたが，ル

ツボをブンゼンバーナーで熱する時にルツボを

載せる焼き物がよく割れて困っているというこ

とを知り，鼓型マッフル炉を考案し，実用新案

を取得した。この製品は京大の研究者たちの紹

介で関西の冶金関係の研究室に販売したが，ど

こでも喜ばれたものの研究室用で量も少なく，

その上壊れないため大きな商売にならなかっ

た。

新しい焼物はないかと調べていたところ，

『特殊窯業品』３や『高周波絶縁物』４という本か

ら，熱膨張の小さいコージライト，ムライト，

アルミナ磁器，高周波で使用しても損失の少な

いステアタイト磁器や高誘電率のチタン磁器な

どの新しいセラミックスを知った。さっそく京

都の伏見にあった商工省陶磁器試験所５を訪ね

て教えを請い，ムライト磁器の生産に取り組ん

だ結果，住友電工からイゲタロイの焼入用マッ

フル炉材を受注した。しかしこれも注文数が少

なく商売にはならなかった。当時の京都では，

このような新しい特殊磁器を手掛けたのは，お

そらく村田昭だけであったであろう。

ある時，当時京都を代表する大企業の島津製

作所の担当者から，寸法上難しい，飛行機の速

度計のピトー管の部品焼き物の相談があった。

昭は父を説き伏せ，苦労の末にこの部品を完成

させた。これが契機となり，島津製作所の各部

門を紹介してもらうことができた。島津製作所

は科学機械，各種計測器，Ｘ線装置，電気炉等，

非常に幅広い製品を作っていたが，それらに用

いられる碍子を一手に製作するようになり，村

田昭は碍子製造で独りだちができるまでになっ

た。

１９４１年暮れ，太平洋戦争開戦直後に父を亡く

した昭は，２０歳にして父の仕事を継ぐことにな

った。幸い島津製作所は一大軍需工場として事

業を拡大していたので注文も多くあり仕事には

困らなかった。ところが１９４３年に，「陶磁器工

業の整備に関する商工次官通牒」６によって零細

な町工場は企業合同することになり，１０軒が１

つの会社になった。昭は現場経験が浅かったた

め営業を担当することとなった。たまたま三菱

電機伊丹製作所の通信機工場を訪問したとこ
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ろ，戦争が激しくなり空襲で東西の交通が遮断

される恐れがあるため，「関西にはステアタイ

ト７を作るメーカーがないから君の会社で作ら

ないか」という話があった。企業合同の会社に

戻ってステアタイトをやりたいと提案したが，

誰からも賛成されなかった。特殊磁器に興味が

あり，同業が真似できない独自の製品を作りた

い夢もあった村田昭は，１９４４年に独立すること

にした。

２‐２．村田製作所の設立

ステアタイトの生産を始めるに際しての問題

は燃料だった。ステアタイトは高温で焼成せね

ばならず，ガス炉でなければ焼けなかった。京

都市内の大宮通りに高圧ガス管が通っていたた

め，大宮通り四条上ルに家を借りた。高圧ガス

管への接続には軍需大臣の許可が必要だった

が，製品も完成していない状態では三菱電機か

ら推薦が得られない。困って京都府庁のガス監

督官に相談したところ，「戦争にそんなに重要

なものなら自分の責任でつないでやろう」と協

力を受け，ガスの使用が可能になった。

しかし，ようやく完成したステアタイトのサ

ンプルを三菱電機に持参したところ，製品化が

遅れたために他の会社に発注が決まっており，

代りに酸化チタン磁器コンデンサ（チタンコン

デンサ）をやるように言われた。絶縁物と違

い，電子部品に関する知識はなかったが，他に

仕事もないので引き受けることにした。

チタンコンデンサの焼き物の配合は本に書い

てあったが，電気の知識は全くなかったので基

礎から勉強しなければならなかった。電気関係

の本を読み，電気特性の測定に必要な計測器は

島津製作所から購入して，チタンコンデンサ作

りに取り組んだ。京都市工業研究所８の指導を

得て，出来上がったチタンコンデンサのサンプ

ルを三菱電機に持参した。三菱電機の部長から

は，学歴がないので信用できないとはっきり言

われ追い返されたが，工作課長が部長に黙って

注文を出してくれた。独立後，初めて注文をも

らった１９４４年１０月に「火の神様」である愛宕神

社にお参りした日を村田製作所の創業の日とし

た。

こうして村田製作所は，父・吉良の教えであ

る「他人の商売の邪魔をしないで独自の製品を

もって商売をする」ことを実現するために，全

く手探りの状態でファインセラミックスをベー

スにしたエレクトロニクス部品メーカーとして

スタートしたのである９。

２‐３．産学協同

終戦の翌年の１９４６年秋，ふとしたことから京

都大学工学部の電気教室の阿部清教授門下の田

中哲郎助教授（当時）と知り合った。この阿部

教授，田中助教授と出会えたことが，村田昭と

村田製作所にとって大きな転機となる。

田中助教授から借りた『硝子の驚異』１０という

本は，昭に強い影響を与えた。同書は，ドイツ

で１５名程の職人によるレンズ生産の町工場を経

営していた C. ツァイス（１８１６‐１８８８）が，イエ

ナ大学でレンズの光学的解析をしていた E. ア

ッベ教授の指導を受け，カールツァイスという

光学機器メーカーへと成長させていった歴史が

書かれたものである。昭は田中助教授にアッベ

教授のようにご指導をしていただきたいと頼み

快諾を得た。この頃はまだ「産学協同」という

言葉もない時代だったが，村田昭がサンプルの

焼き物作りを，田中助教授が特性の解析と次へ

の展開の指導を，という「二人三脚」が始まっ

た１１。田中助教授の研究テーマは「世紀の発

見」と言われたチタン酸バリウムで，この新し

い材料の研究と試作の中から，１９４７年の年末

に，チタン酸バリウムの高誘電率を利用した円

筒形コンデンサ６，０００pFを完成させた。チタン

酸バリウムを使って高誘電率系セラミックコン

デンサを商品化したのは，日本では村田製作所

が最初である１２。

戦中と戦後のしばらくの間は日本のエレクト

ロニクス技術は孤立状態であった。昭は１９４８年

頃に，この分野の先進国であるアメリカの状況

を知りたいという思いから，田中助教授に頼ん

でアメリカの同業メーカーのカタログを入手し
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た。そのカタログによってセラミックコンデン

サに寿命があることを知った。実際，村田製作

所の製品をテストすると１０時間ほどで絶縁不良

になった。また，このカタログから様々な温度

係数を持ったものや高誘電率系の各種セラミッ

クコンデンサがあることも知った。

寿命の問題について京都大学の化学教室で分

析した結果，寿命の長いコンデンサの原料には

少量ながらマンガンが含まれていることがわか

り，マンガンイオンの存在がチタンコンデンサ

の寿命特性を改良させることが判明した１３。こ

の事実を社外秘にすることによって村田製作所

の技術の強みとすることができた。

２‐４．技術の向上と技術研究所の設立

終戦直後はマイクロウェーブ回線もない時代

であったため，長距離電話は地下ケーブルを使

い電波に音声周波を乗せて送っていた。その

際，回線の途中で音声が減衰するため中間で増

幅していたが，そこに使われていたチタンコン

デンサがよく絶縁不良になって通話が途切れる

というトラブルが起こっていた。村田製作所の

寿命特性の良いチタンコンデンサを使うこと

で，通話不通のトラブルが解消できたことか

ら，電電公社のファミリーの富士通など各社か

ら注文が来るようになった。

ラジオ放送の民営化と共に，村田製作所が転

機を迎えるもうひとつの出来事があった。１９５０

年，自衛隊の前身である警察予備隊が編成さ

れ，米軍が使用するものと同じ通信機の国産化

が決定されたことである。米軍規格の軍用通信

機に必要な部品のひとつとして，温度補償用や

高誘電率系コンデンサの誘電体セラミックス

を，大阪大学理学部を卒業して１９５２年２月に村

田製作所に入社した脇野喜久男が６ヵ月程で開

発し，各種の温度特性のセラミックコンデンサ

を完成させることができた１４。

１９４７年頃，村田製作所では，使用していた原

料が悪かったために品質特性（Ｑ）の劣化不良

で苦しんだり，１９５０年には硝酸銀に苛性ソーダ

を加えて酸化銀にする時の水洗浄不足が原因で

耐湿Ｑ不良を出すといった苦い品質事故を経験

していた。したがって新しいセラミックコンデ

ンサを開発するにあたっては，温度特性，寿命

特性などの信頼性について十分に注意を払うこ

とにしていた。軍用通信機用セラミックコンデ

ンサの開発着手を決定した際は，これらの問題

には島津製作所から耐湿特性の試験装置を購入

することで対処し，無事，保安隊（警察予備隊

の後身）の認定試験に合格することができた。

京大の阿部教授の日頃の教えである「新材料を

開発するには先ず計測器と材料の品質評価装置

を整備することが大切だ」との言葉を肝に銘

じ，環境を整備したことが奏効したといえる。

この頃，日本の工業製品の品質向上が叫ばれ

るなか，通産省の指導で JIS を中心とする工業

標準化運動が推進されており，村田昭はセラミ

ックコンデンサ規格制定の中枢委員としてJIS

規格をまとめていた。ところが，ラジオメーカ

ーからセットの小型化のため JIS 規格品より小

型のセラミックコンデンサを作るよう要請があ

った。

昭はセラミックコンデンサ規格制定の中枢委

員である関係上 JIS 規格を忠実に守るべきだと

判断し，ラジオメーカーの小型化要請に応えな

かった。その結果，JIS 規格にこだわらずに小

型のコンデンサを生産した同業メーカーにラジ

オ用のマーケットを奪われ，小型化に完全に立

ち後れてしまった。これは「技術は時代と共に

変わる」ということを理解していなかったため

で，村田昭はこの失敗を反省し，その後は常に

時代の先を読んで新商品を出すよう心掛けるよ

うになった。

セラミックコンデンサはアメリカの技術の後

追いでもあったことから，昭は世界で作られて

いない製品を開発したいと思うようになった。

材料とその応用を基礎から研究し，技術を確立

する必要があると考え，１９５５年に技術研究所を

設立した１５。こう考えた背景には，大学に頼る

だけでは真のメーカーではないという考えと，

「良い電子機器は良い部品から，良い部品は良

い材料から実現される」という信念があったか

企業家研究〈第３号〉48



らである。

当時の村田製作所の１年間の売上高はわずか

１億３千万円ほどであったが，京都大，大阪大

卒の４人の技術者を中心にして，電子顕微鏡や

Ｘ線回析装置や分光分析装置の他，各種の計測

器等をそろえ，材料の研究と新商品の開発に取

り組んだ。当時，これほどの研究設備を取揃え

ている企業は，大手セットメーカーでも少なか

った。

大きな投資をして作った技術研究所は基礎的

な分野の研究が中心であるから，すぐには成果

に結び付かない。設立後３年経っても何ひとつ

成果報告がない。新技術・新商品が出ないのに

研究費は累積する。心配とあせりと我慢の毎日

が続いた。技術研究所は収支の悪化から１９６２年

に村田製作所に吸収されたが，その後この技術

研究所の研究成果であるチタン酸バリウムの実

用化に向けた応用研究や，新しい材料・商品の

開発努力が実を結び，今日の村田製作所の主力

製品であるセラミックフィルタ，積層セラミッ

クコンデンサ，マイクロ波用誘電体フィルタな

どの独自の製品が次々と誕生したのである１６。

２‐５．独自の製品

１９５９年頃から白黒テレビの需要が急増した。

テレビには温度補償用や高誘電率系の各種温度

特性のコンデンサが多く使われており，これま

で通信機用にしか使用されていなかった各種温

度特性のコンデンサの需要が急に増大した。タ

イミング良く通信機用のコンデンサを開発して

いたのが幸いして，民生品へ迅速に対応でき，

しばらくの間，テレビ市場は村田製作所の独壇

場であった。

２‐５‐１．チタン酸バリウムの実用化

村田昭は，チタン酸バリウムの高誘電率特性

を利用したセラミックコンデンサの他に，圧電

特性を利用した商品の開発も同時に進めた。指

導を仰いでいた田中助教授の学問的興味の中心

は，物性的にも実用的にも全く新しい対象であ

るチタン酸バリウムの圧電特性およびその応用

であった１７。

この圧電の原理を応用したのが魚群探知機用

振動子であった。電気でチタン酸バリウムを振

動させ，その振動を海中に発信する。その振動

が反射して戻ってくるのを今度は電気として読

み取って，魚がいるかどうかを調べる装置が魚

群探知機である。戦後の食糧難時代は魚が貴重

な蛋白源であり，水産庁を中心として魚群探知

機の開発が進められていた。魚群探知機の振動

子には，当時ニッケルの磁歪振動子が主に用い

られていた。ニッケルは日本では希少金属であ

り，代替品が強く求められていて，田中助教授

はチタン酸バリウムを使ったランジュバン型振

動子を開発した。

その頃，通産省に入っていた田中助教授の教

え子から通産省の鉱工業研究補助金制度の存在

を知り，新技術の開発について通産省から研究

補助金を１０数年にわたって受けることができた

のも，タイミングが良かった。

こうした村田製作所の熱心な技術開発の実力

を高く評価したのが，日本無線の中島茂専務の

兄で元海軍技術大佐の伊藤庸二博士であった。

伊藤博士は，チタン酸バリウムは国家的に有用

な材料であり，村田製作所だけでなく，関係者

が集まって共同研究をすべきであるとの考えか

ら，１９５１年にチタン酸バリウム実用化研究会を

設立した１８。この会には東大，京大，東北大，

日本電気，日本無線，沖電気，産研といった大

学・企業が参加し，チタン酸バリウムの実用化

を図ることにした。当時はまだ，村田製作所以

外に圧電セラミックスの有用性に気がついてい

る企業はあまりなかった１９。

この研究会の活動によって，チタン酸バリウ

ムの実用化がわが国で飛躍的に進んだ。チタン

酸バリウムの特性が日米ソでほぼ同じ頃に発見

されながら２０，結局，日本でしか産業として発

展させることができなかったことを考えると，

育ての親としての伊藤博士の功績は大きい。

２‐５‐２．セラミックフィルタ

チタン酸バリウムの実用化では，誘電特性の
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応用としての各種のコンデンサの他に，圧電特

性の応用としての魚群探知機用振動子は市場は

限られており，よい商売にはならなかった。昭

は，田中教授にチタン酸バリウムの事業拡大を

相談したところ，通信機用フィルタの商品化を

すすめられた。当時の通信機用のフィルタは１

個１万円で，通信機は月１，０００台しか作られて

いないので総額は月１千万円にしかならない。

ラジオ用は１組１００円と安いが月１００万台作られ

ているので月１億円になる。安いものを作るの

は難しいと言われたが，田中教授の教え子で，

日本無線から村田製作所に引き抜いた京大工学

部卒の藤島啓に１００円のフィルタを開発するよ

う命じた。１９６０年に開発に着手してから，３年

後の１９６３年に待望のセラミックフィルタ２１がで

きあがった。完成後，苦心作のセラミックフィ

ルタを各セットメーカーに売込みに回ったが，

新技術に強い関心をもつソニーだけが，ようや

くセラミックフィルタを採用してくれた。しか

し他のセットメーカーは慎重で，なかなか採用

しなかった。そこで田中教授が提案した通信機

用フィルタを商品化したところ，幸いタクシー

無線の市場が生まれ，採算の立つ商売になっ

た。

その後，ラジオやテレビのコストダウンの為

の無調整化や軽薄短小の時代になって需要は拡

大していったが，ラジオ用フィルタの採算が合

う段階に至るまでに，開発が完了してから実に

１０年以上かかった。また同時にこの間，FMラ

ジオ用やテレビ音声用フィルタの開発にも成功

した。今日ではセラミックフィルタは，セラミ

ックコンデンサとともに村田製作所経営の大黒

柱のひとつになり，世界マーケットにおいてナ

ンバーワン商品に成長している。

２‐５‐３．高周波用製品

テレビの映像信号用のフィルタは，同業他社

はニオブ酸リチウムの結晶を使った表面弾性波

フィルタを商品化していた。村田製作所は同業

他社と違った新しい方法として，京都大学川端

研究室の塩嵜忠助教授の研究成果を利用し，酸

化亜鉛のスパッタ膜の圧電性を利用した表面弾

性波フィルタ２２を実用化した。当初は歩留りが

２０％にも届かず開発担当者は随分苦労したが，

社内のあらゆる部門の知識と経験を持ち寄り，

関係者の協力と粘りでまとめあげたものであっ

た。

また，今日，携帯電話が軽薄小形化してポケ

ットに入る程のサイズになったのは，誘電体共

振器を利用したマイクロ波フィルタ２３の実用化

による。誘電体と言えばコンデンサしか考えら

れなかった当時，埼玉大学の小林禧夫教授（当

時助手）から誘電体共振器のサンプルの要求が

あり，この要求に協力して勉強のつもりで研究

用試料として誘電体の共振器を提供したのが商

品化のきっかけとなった。脇野喜久男が研究室

を見て歩いている時に，誘電体共振器のマイク

ロ波特性を測定しているのを見て，この共振特

性ならば誘電体共振器を組み合わせればフィル

タになりそうだと気づいたことから，マイクロ

波フィルタの開発が進んだのである。

自動車電話は実験され始めた段階では，フィ

ルタだけで車のトランクが一杯になるほどで，

とても実用化できるものではなかったが，村田

製作所の小型フィルタの出現で実用化が可能に

なった。それでも自動車用電話はまだポケット

に入るようなサイズではなかった。開発が進

み，携帯電話の普及につれて誘電体フィルタは

１㏄より小さいものになった。

電圧制御発振器（Voltage Controlled Oscilla-

tor=VCO）の開発は，パーソナル無線が商品化

されたころ，アマチュア無線の雑誌を読んでい

た村田製作所の若い技術者がふと思い立ち，小

型の誘電体共振器を用いたVCOを試作し大手

通信機メーカーに持ち込んだのがはじまりであ

る。メーカーの技術部長から「わが社の専門の

技術者が２０年近く研究開発しているのに，村田

製作所に出来るはずがない」と言われたが，と

りあえずサンプルだけでもと言って預けた数日

後，一緒に共同開発しようという申し出があ

り，誘電体共振器を用いたVCOが実用化され

た。VCOは自動車電話，携帯電話に必要不可欠
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な部品となっている。

２‐５‐４．ニーズ開発からの新製品

携帯電話の電磁波が医療機器を誤動作させる

という問題が関心を呼んだが，電子機器から出

る電波やノイズが他の電子機器を誤動作させる

ことがある。電子回路をノイズから守るEMI

（Electro Magnetic Interference：電磁波妨

害）除去フィルタ２４を村田製作所が生産したの

は，１９５１年に警察予備隊において米軍規格の通

信機が必要になった時，貫通コンデンサとして

手がけたのが最初である。当時はまだEMI 除

去フィルタという認識はなく，どのように使わ

れるのか詳しく理解していなかった。１９７９年頃

から，ノイズ対策についてユーザーの要求が増

加してきたため本格的な取り組みをはじめ，ユ

ーザーと一緒に計測し，ノイズ対策の手法を研

究して，ニーズに応えうる誘電体やフェライト

等を利用したEMI除去フィルタを商品化したの

である。最適なノイズ対策となるEMI 除去フ

ィルタの使い方が分かるマニュアルをユーザー

に提供することで，高い評価を得てEMI 除去

フィルタの性能は一段と向上することができ

た。

ユーザーが商品を全く予期しない用途に使っ

た結果，新しい発見が行われるということもあ

った。それは１９７７年頃から大量に使用され始め

たセラミック発振子２５である。セラミックフィ

ルタとして納入したユーザーから，うまく動作

しないとクレームを受け技術者が訪問してみる

と，発振回路に使ってみたが発振しないという

ことであった。このような用途があることを教

えられ，そのクレームへの対応がきっかけで，

セラミック発振子に適した特性の振動子を開発

し，大きくビジネスを拡大することができた。

現在セラミック発振子はマイクロコンピュータ

のクロックやテレビのリモコン用として大量に

供給している。

こうした例は，村田昭を中心とした村田製作

所の技術者たちの問題解決へのアイデアと迅速

な対応，各種文献の活用，ユーザーの誤った使

い方を新しい商品開発へと結び付けるという柔

軟性があったことを示している。

１９９１年には，村田製作所はチタン酸ジルコン

酸鉛（PbTixZr（１‐X）O３＝PZT）２６を使って小型で

２～３百円という安価な圧電振動ジャイロスコ

ープを実用化した２７。この製品はビデオカメラ

の手振れ防止や自動車のナビゲーションシステ

ム用に広く用いられている。ジャイロスコープ

は船や飛行機の方向を知るために広く使われて

いるが，それはサイズも大きく，価格は１個何

十万円もするものである。村田製作所が開発し

た圧電振動ジャイロスコープはNHKや外務省

から日本のユニークな発明として海外にもPR

されている。この製品の開発はユーザーからの

要請を受けてユニークな発想に基づいて行われ

たものであったが，それを行ったのは大学卒の

技術者ではなく，工業高校卒の技術者である。

研究開発は仕事に対する興味と熱意と努力によ

ることを物語っている２８。

２‐６．資金の確保

創業以来，資金の確保は最大の難題のひとつ

であった。成長率の高い市場にあって高いシェ

アのスター商品を生産・販売し続けるには，先

行して価格の値下げと膨大な資金の投入が必要

となる２９。創業の頃のラジオからテレビ，そし

てビデオへと次々と急成長を重ねてきたエレク

トロニクス産業の部品メーカーとして，村田昭

は常に「ナンバーワン」を追い求めてきた。そ

のために商品が利益を生むまでに先行して資金

を投入せねばならず，その資金の多くを銀行か

らの借り入れで確保してきた。

しかしながら銀行からの借り入れは，景気や

業績によって貸付が厳しくなるときがあり，担

保がなければ貸してもらえない場合があり，安

定した資金の確保は常に苦労の伴う難問であっ

た。資金不足から必要な投資ができず，成長の

チャンスを逃がすということが幾度もあったの

である。

ますます増加する投資資金を確保するため，

昭は銀行からの借り入れに加えて時価発行増資
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（１９６２年～）と株式の上場（１９６３年），そして転換

社債の発行（１９７４年～）により株式市場から資

金を調達し，国内の生産体制を拡大した。海外

への展開に伴って増大する資金需要は，シンガ

ポール証券市場での預託証券の発行とその後の

各国での転換社債等の発行によって確保してい

った３０。これらの資金調達と収益性の向上によ

って，銀行の借金を返済して自己資本の充実に

つとめ，今では実質的に無借金の経営を実現す

るまでに至っている３１。

２‐７．八日市工場の建設

材料の不具合による不良発生の経験から，村

田昭は製品のより源流にあるセラミックスの科

学的管理を徹底する必要性を痛感していた。不

良の発生に対して，その場限りの応急処置をし

ているだけでは真の改善や進歩はない。根本に

遡って解決してこそ進歩がある。またそこに独

自のノウハウを確立することで，他社が真似の

できない商品が生まれ，付加価値が確保され

る。いかなる電子機器も，それを構成する電子

部品が良くなければ，うまく動作しない。更に

電子部品を作る材料そのものの品質が安定して

いなければ，良い電子部品も安定的に製造され

ない。「良い電子機器は良い部品から，良い部

品は良い材料から」という理念を実践するため

に，昭は１９６２年に窯業工場として滋賀県に八日

市工場を建設した３２。建設に当たっては，材料

の品質の安定と共に，大量生産を目指す思い切

った革新的な工場にすることを考え，入社して

２～３年生の若い社員を中心に工場を立ち上げ

た。完成直後は，新しく開発したての初めての

設備ばかりで思うように動かず悪戦苦闘したも

のの，当時では電子部品用の窯業工場としては

世界最大級の新鋭工場がスタートした。

村田製作所の商品の中には世界シェアの８０％

以上を占めているものもあるということは，万

が一この窯業工場がストップすると部品の供給

が止まり，世界中の多くの電子機器の生産がス

トップする恐れがある。村田製作所は社会に対

する自社の責任は重大であると判断し，窯業工

場は八日市と１９９２年に設立した岡山の２工場体

制を導入し，原則として同一窯業製品の生産を

３００㎞以上離れた事業所に分散させる方針をと

った３３。

２‐８．地方工場の展開

初めて建設された地方工場は，「工場誘致」と

いう言葉もない時代に，福井県宮崎村から３千

坪の土地を無償で提供されて開業した福井工場

であり，現在は子会社の福井村田製作所の一部

となっている３４。

日本の高度経済成長が軌道に乗った１９６０年

頃，テレビ市場の成長による部品需要が急増

し，増産に必要な作業者の確保が都市部ではで

きず人手不足が続いた。地方に工場を展開した

背景には，労働力不足を解消して増産体制を整

える必要があったこと，また人手不足によって

賃金が上昇する中で，収益悪化を改善する必要

から安い賃金を求めたという側面があった。

福井県武生市の福井村田製作所は，宮崎村の

米の取入高よりも宮崎工場の従業員に支払う給

料のほうが大きいことを聞いた武生市からの誘

いを受け，セラミックコンデンサの増産に必要

な工場として設立された。石川県羽咋市の能登

電子工業３５は，新しいセラミックフィルタの専

用生産拠点を確保するために，羽咋市の誘致を

受けて工場が開設された。その後も福井県，石

川県には国鉄の急行の止まる駅ごとに工場があ

ると言われるほど，各地に多くの工場を建設し

た。富山村田製作所は，富山県知事の誘致を受

けて圧電製品の主力工場として設立された。島

根県の出雲村田製作所は，県や町からの誘致を

受けてコンデンサの拠点工場として設けた。岡

山村田製作所は窯業製品の供給の安定を図るた

めに，海に隣接し操業の環境に適した岡山県邑

久町に窯業工場として建設された。買収した電

気音響の宮城県と長野県の工場は，改築して新

たな製品の工場として操業している３６。

村田製作所の工場展開政策の特徴は，これら

すべてを村田製作所１００％の子会社として別法

人にしていることである。こうした方針を取り
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入れた理由のひとつとして，「そこに村田製作

所があることがその地域の喜びであり，誇りで

ありたい」という村田昭の考えがあった。その

根底には，独立した法人ならば，一社ごとの売

上げも利益も明確に表れる。社員にとっても自

分が直接働いている場所の損益が明確になれば

働きがいもあり喜びもある。良い経営成績をあ

げれば，地元経済を潤すだけでなく地元にとっ

ても誇りとなる，という願いがある３７。

２‐９．様々な人材

村田昭は，病のため商業学校を中退してお

り，起業のために必要な知識と技術を学ぶ機会

がなかったこともあって，窯業関係については

地域の研究機関である京都市工業研究所の千田

信惇窯業部長や商工省陶磁器試験所（京都市伏

見）の磯松嶺蔵部長から教えを受けた。化学陶

磁器関係では取引先である京都大学冶金教室の

先生方から指導を受けて，父，村田吉良の教え

「同業が真似できない独自の製品づくり」を経

営理念の柱に，新しい分野のファインセラミッ

クス事業をスタートさせたのである。

その後の村田製作所のエレクトロセラミック

スの発展は，偶然の出会いから知り合った京都

大学工学部の田中哲郎教授（当時は助教授）と

の産学協同による大きな支援によって実現した

という面がある。当時，田中助教授は，阿部清

教授の下で電気材料を専攻し，チタン酸バリウ

ムの研究を始めようとしていた。

当時はまだ零細企業であった村田製作所に，

阿部・田中教授の教え子で京大工学部を１９４９年

に卒業した岡崎清，１９５０年卒の佐�利治，１９５０
年卒の藤島啓，そして佐�利の三高時代の友人
で大阪大学理学部１９５０年卒の脇野喜久男らの有

能な技術者が入社した。彼らはユニークな新技

術・新商品を研究開発し，セラミックコンデン

サ，セラミックフィルタなどのトップ製品を商

品化した。また同志社大学大学院法学研究科

１９５７年修了の山村和夫や神戸大学法学部１９５８年

卒の泉谷裕ら文系の管理者が入社し，村田昭を

助けて新しい経営管理手法による経営の近代化

を進めた。彼らをはじめとして全国の各大学，

高等専門学校などから優秀な人材が村田製作所

に入社し活躍したことが，会社の成長を支えた

のである。

零細企業時代は管理や製造の責任者となる人

材が不足し，経験者を外部に求めても入社する

人もなく，昭を支えたのは身内の弟たちであっ

た。経営企画や教育関係では弟の村田治，途中

で退社しているが事務制度と資金調達の革新を

進めた末弟の村田和夫，製造や営業面では義弟

の高嶋繁裕が，昭の片腕となって活躍した。

海外展開に際しては，海外での実務経験のあ

る人が社内にいなかったため，アメリカのオレ

ゴン大学を卒業して海外勤務の経験がある明比

達也を即戦力として採用し，彼を中心にアメリ

カ市場を皮切りに世界中の市場の開拓を進め

た。その後，海外での生産・販売が拡大してい

く中で，海外での実務経験者を積極的に採用

し，彼らを責任者として海外に派遣し事業を拡

大していった。昭の長男でニューヨーク大学数

理統計学科卒の村田泰隆は，在学中から昭の海

外での活動を助け，後には海外事業全般を統轄

する。

事業資金の調達では，田中教授の娘婿である

荒木千一が富士銀行を定年退職して村田製作所

に入社したことで銀行との関係を一層強化し，

事業拡大に伴う必要資金の確保を支えた。ま

た，田中教授の教え子で通産省に勤務していた

樋田寔から鉱工業研究補助金制度を紹介さ

れ３８，１０年余り補助金を受けて研究開発に要す

る資金の一部を補った。地方への工場展開で

は，中沖豊富山県知事（当時）や各地の市町村

長の誘致要請を受けて工場を設立し，県や市町

村の補助金によって工場建設資金の援助を受け

た。

国内の販売では，創業して間もない頃に同業

で営業経験のある安田月二が入社して，東京市

場への販売体制を強化したことによって，村田

製作所は関西を主にした地方メーカーから国内

のトップメーカーとして市場を拡大した。

１９６１年に労働組合が結成されると，闘争主義
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をとる労組と長く労使対立が続いた。闘争が経

営活動と業績に大きく影響を与え，労使関係の

正常化が重要な経営課題となった。人事労務を

担当する山村和夫らの長年にわたる正常化への

粘り強い取り組みによって，労使の激しい対立

を「経営危機」として解決しようとする動きが

労組の中からも広がった。１９７５年に村田昭が大

手セットメーカー並みの賃上げを提案したこと

がキッカケに，長年恒例のようになっていたス

トライキはなくなり，労働組合が加盟する上部

団体も化学同盟から１９７９年に電機労連（現，電

機連合）に変わり，労使協調による経営の改革

が進んだ。安定化した労使関係がその後の村田

製作所の業績向上に貢献したことは言うまでも

ない３９。

このように，村田昭を支えた社内外の多くの

人材が様々な場面で活躍することによって村田

製作所は大きく成長できたのである４０。

２‐１０．海外への飛躍

村田昭が初めてアメリカを訪問したのは１９５７

年で，アメリカの IREショー（The Institute

of Radio Engineers Show and Convention）の

見学が目的であった４１。当時は外国為替が自由

化されていなかったため，外貨の入手が難し

く，しかも１ドル３６０円の固定相場の時代で，旅

費を節約するために大変な苦労が必要であっ

た。

IREショーを見てアメリカの電子部品の技術

水準の高さに驚いた昭は，同時にアメリカの市

場の大きさに注目し，アメリカへの輸出に本腰

を入れたいと判断した。さっそく，会社の幹部

に話してみると大半の者が反対した。当時のア

メリカは電子産業のリーダーであり，技術水準

が高いだけでなく，部品規格も厳しく定められ

ていた。この厳しい規格に対応するためには，

各種の治工具を改善したり，手作りに頼ったや

り方を機械化する必要があり，相当な投資資金

が必要になる。しかも価格は日本より安く，そ

のうえ輸出するには運賃と関税の費用が必要と

なる。アメリカの同業メーカーに対抗するため

には，売価を国内価格の半分以下にしなければ

ならない。ところが１９５７年頃は，日本国内は白

黒テレビの大量生産が進み，ステレオブームが

起こり，テープレコーダーも輸出が開始される

など部品の需要が増大し，コンデンサは飛ぶよ

うに売れる時代だった。こんな繁忙時になぜ難

しい規格のものを金をかけて作らなければなら

ないのか，しかも，日本の半分にも満たない価

格で売らなければならないのか，というのが反

対の理由であった。

海外市場を開拓するには，規格の厳しいアメ

リカで通用する商品をアメリカで売れる価格で

作ることができるように，技術面，品質面での

向上に早い段階から努力しなければならない。

また，日本経済の景気の波をかぶっていたので

は，会社の経営も不安定となり従業員の生活の

安定が保てない。海外市場を確保し，国内の景

気変動によるリスクの分散を図るべきだと判断

した村田昭は，周囲の反対を押し切って輸出を

進めることにした４２。

輸出については，技術面，商習慣，納期など

多くの面で日本の方式は異なる上，連絡ひとつ

をとっても当時の通信手段は不備であったた

め，多くの困難を克服しなければならなかっ

た。１９５９年６月，オレゴン大学を卒業した明比

達也を採用し，５年以内に村田製作所の売上げ

の３分の１を輸出するという目標を与えて，ア

メリカの大手ラジオ・テレビメーカー１０社をタ

ーゲットにして市場調査のため渡米させた。ど

の会社も「わが社の要求水準を満たすコンデン

サなどできるとは思えない」と言われ，ときに

は「忙しくて会えない」と門前払いを受けた。

しかし明比はなかなかの心臓の持ち主であっ

た。１９５９年秋，「駄目でもともと」と思い，モト

ローラの会長に直接電話したところ，購買や技

術の責任者を紹介してもらい，様々な資料を入

手することができた。これによってアメリカの

同業メーカーの動きや商売のやり方の基本を学

ぶことができたのである。

その後，モトローラやGEなどからも引き合

いがあり，さらにRCAからも注文を受け，セ
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ラミックコンデンサの輸出を順調に伸ばすこと

ができた。そしてこれに対応して，ニューヨー

ク駐在員事務所を開設し，さらには１９６５年に駐

在員事務所を販売会社に改組すると共に，ヨー

ロッパ市場へのアプローチも開始した。

日本の電子部品メーカーがアメリカ市場へ売

り込みを始めた当初，アメリカは日本の機器や

部品の低価格に対してダンピング課税で輸入を

制限していたが，日本の生産コストの安いこと

が分かり，逆に日本の部品を積極的に輸入する

ようになった。さらにアメリカのセットメーカ

ーは日本の安い部品を使って，安い賃金の東南

アジアでテレビセットの生産を始め，ヨーロッ

パメーカーもそれに追随する形になった。

ところが，アメリカのセットメーカーが日本

に購買事務所を開設して部品を直接買い付ける

ようになったため，村田製作所のアメリカ販売

子会社の売り上げが振るわなくなった。その打

開策として，村田昭は１９６６年頃，日本の部品メ

ーカーが参入していない産業用電子機器市場の

開拓に乗り出し，世界最大の自動車メーカー

GMの電子機器部門であるGMデルコ社への販

売を開始した。当時のGMは「バイ・アメリカ

ン政策」をとっていたので，何度売り込んでも

購入してくれなかった。それでもあきらめずに

GM訪問を続けた。

当時アメリカではFM放送の多局化が進み，

そのためにカーラジオの電波の混信が問題とな

っていた。たまたま，カーラジオを担当してい

たGMの技術者が，購買担当者の机の上に置か

れたままになっている村田製作所のセラミック

フィルタを見付けテストしたところ，電波をき

ちんと選別でき，混信の解決にぴったりの部品

であることを知った。技術者がどうしても必要

な部品であると会社に認めさせ，１９７１年，３年

以内にアメリカに工場を作ると言う条件で，日

本の電子部品メーカーとして初めてGMに採

用されることになったのである４３。

こうして，１９７３年にジョージア州アトランタ

郊外に工場を建設することになった。今でこ

そ，アメリカでの日本企業の工場建設はめずら

しくないが，その頃はまだ前例が少なかった。

このわずか１ヵ月前に村田製作所はシンガポー

ルに工場を設立しており４４，海外工場の第１号

は東南アジアの先進地シンガポール，続いて世

界の先進地アメリカということになった。村田

昭が海外進出から学んだ基本方針は，「需要の

あるところで製造し，販売すること」であり，

「人件費はいずれ上がるから，安い人件費に依

存することなく，どこの国でも日本と同じレベ

ルの機械化を進めること」であった。

１９８１年，電子部品メーカーとして伝統のある

アメリカの老舗で，村田昭が創業以来目標と

し，憧れてきたトップ企業のエリー社を買収し

た４５。当時，アメリカの民生電子機器市場は日

本の同業メーカーの低価格販売によって採算が

悪化していたため，同業メーカーが参入してい

ない産業電子機器市場とその得意先を確保する

ことがねらいであった。エリー社がもつ欧米各

地の生産・販売拠点と社員を，ムラタグループ

に加えることにより，村田製作所は本格的なグ

ローバル企業へと展開することになる４６。

3. 問題点の整理と論文の構成プラン

本稿に続く論考においていかなるテーマを取

り扱うのかを整理しておこう。

村田昭の経営手法の特徴としてまず指摘され

るべき点は，海外市場への強い関心と，国内の

同業他社，あるいは海外の競争企業との情報戦

を強く意識した経営方針が挙げられる（論点

１）。弱小企業としての初期の村田製作所の最

大の苦労は資金調達にあったといっても過言で

はない。村田昭はこの難問を如何に解決したの

か（論点２）。さらに，村田昭は子会社を国内に

次々に設立し，独立採算を原則として，多くの

工場経営を行なっている。その子会社・分社化

の経営原則は何だったのか（論点３）。海外で

の工場建設，営業政策も活発に展開している。

その際，国・地域の選択，あるいはそれぞれの

海外進出の論理は何であったか（論点４）。村

田製作所が独自に行なった技術革新にはどのよ
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うなものがあったのか。また同業他社との技術

競争の中で，村田製作所の命運を決定付けるも

のとしていかなるものがあったのか（論点

５）。人材はどのように調達され，あるいは育

成されたのか。村田昭の技術開発の方針とし

て，大学の研究者との共同研究・共同開発が目

立つ。また（旧）通産省の研究助成の活用に見ら

れるような中央省庁との関係はどうだったか

（論点６）。村田製作所の従業員処遇・福利厚

生に対する村田昭の考えはどのようなものだっ

たのか。労使関係に関する昭の考えには，いか

なる特徴があったのか（論点７）。

以上７点について論じた後，総括と結論で結

ぶ。

4. 聴き取り（インタビュー）の実施時期と
その主なテーマ

村田昭に対して行なった聴き取り調査の実施

年月日と主な聞き取りのテーマは，以下の通り

である。インタビュー（１）からインタビュー（１２）

までは参考文献（２５）政策研究大学院大学C.O.E

オーラル・政策研究プロジェクト編『村田昭オ

ーラルヒストリー』（２００４年）としてまとめられ

たものである。インタビュー（１３）は村田昭の片

腕として経営を主に人事・経理面で支えてきた

実弟の村田治への聴き取り，インタビュー（１４）

は村田製作所の歴代の人事担当責任者に聴き取

りをおこない，参考文献（２６）政策研究大学院大

学C.O.Eオーラル・政策研究プロジェクト編

『村田製作所オーラルヒストリー』（２００４年）と

してまとめられた。インタビュー（１５）からイン

タビュー（２６）は，最晩年の村田昭にテーマごと

に改めて１２回のインタビューをお願いしたもの

である。

�村田昭インタビュー（１）
実施日時 ２００２年０４月０９日１０：１７～１１：５４

主な聴取内容 生い立ちから独り立ちまで

�村田昭インタビュー（２）
実施日時 ２００２年０５月１０日１０：２５～１２：０２

主な聴取内容 独り立ちから創業まで

�村田昭インタビュー（３）
実施日時 ２００２年０６月０７日１０：１１～１１：５２

主な聴取内容 戦後と京大の田中助教授との出会

い，伊藤庸二博士とチタバリ実用

化研究会，福井工場の操業

�村田昭インタビュー（４）
実施日時 ２００２年０７月１１日１０：０５～１１：５２

主な聴取内容 コンデンサの量産，技術研究所の

開設，初渡米

�村田昭インタビュー（５）
実施日時 ２００２年０８月２３日１０：０４～１１：５３

主な聴取内容 フィルタなど新しい製品の商品

化，石川県に工場進出

�村田昭インタビュー（６）
実施日時 ２００２年０９月２４日１０：０８～１１：５６

主な聴取内容 海外への展開，プラント輸出

�村田昭インタビュー（７）
実施日時 ２００２年１０月２３日１０：０５～１１：３８

主な聴取内容 労働組合問題，八日市工場の建

設，アメリカ生産子会社の設立，

中国との交流，積層コンデンサの

発展

�村田昭インタビュー（８）
実施日時 ２００２年１１月２６日１０：３４～１５：４５

主な聴取内容 窯業工場（八日市事業所）と製品

工場（福井村田製作所）の生産ラ

イン見学

�村田昭インタビュー（９）
実施日時 ２００２年１２月２６日１０：０５～１２：０３

主な聴取内容 経営の考え方と経営システム，株

式公開，エリー社の買収，福利厚

生面の取り組み

�村田昭インタビュー（１０）
実施日時 ２００３年０１月１５日１０：１０～１１：４２

主な聴取内容 社長交代，海外展開に対する考え

方，シンガポール他アジアに生産

子会社の設立，業界活動

�村田昭インタビュー（１１）
実施日時 ２００３年０２月１９日１０：３４～１１：５４

主な聴取内容 商品開発と商品化の考え方，北陸

・山陰への工場展開

�村田昭インタビュー（１２）
実施日時 ２００３年０４月２１日１０：０７～１１：３８

主な聴取内容 価格政策，経営問題など

�村田昭インタビュー（１３）
実施日時 ２００３年１０月２０日１０：００～１２：０５

主な聴取内容 村田昭インタビューを補うため

に，村田昭の弟，村田治から見た

経営

�村田昭インタビュー（１４）

企業家研究〈第３号〉56



実施日時 ２００３年１２月２５日１０：００～１２：０５

主な聴取内容 村田昭インタビューを補うため

に，歴代人事部長から見た人事労

務

�村田昭インタビュー（１５）
実施日時 ２００４年０５月１９日１０：００～１２：３０

主な聴取内容 商品展開（セラミックコンデンサ

・各種フィルタ・正特性サーミス

タの製品展開，市場の変遷，商品

の盛衰）

�村田昭インタビュー（１６）
実施日時 ２００４年０６月１６日１０：００～１２：３０

主な聴取内容 製品展開での同業者との競争と経

営戦略，製品展開と市場動向との

関連，事業と製品展開のマトリッ

クス

�村田昭インタビュー（１７）
実施日時 ２００５年０３月３１日１０：００～１２：００

主な聴取内容 海外市場展開の関係文書の確認

�村田昭インタビュー（１８）
実施日時 ２００５年０４月２６日１０：００～１２：００

主な聴取内容 海外市場の開拓と技術展開，村田

昭の海外出張の記録

�村田昭インタビュー（１９）
実施日時 ２００５年０５月３１日１０：００～１３：００

主な聴取内容 海外活動の主要メンバー，プラン

ト輸出，欧米と日本の部品メーカ

ーの経営戦略の違い

�村田昭インタビュー（２０）
実施日時 ２００５年０６月１４日１４：３０～１７：００

主な聴取内容 海外市場の開拓と技術展開のまと

め

�村田昭インタビュー（２１）
実施日時 ２００５年０６月２８日１０：００～１３：００

主な聴取内容 銀行借り入れ，株式上場，転換社

債発行，海外金融市場での資金調

達の歴史と苦労

�村田昭インタビュー（２２）
実施日時 ２００５年０７月２６日１０：００～１２：３０

主な聴取内容 村田製作所グループの子会社系譜

�村田昭インタビュー（２３）
実施日時 ２００５年０８月０２日１０：００～１３：００

主な聴取内容 子会社と分社化における資金調達

と要員の派遣

�村田昭インタビュー（２４）
実施日時 ２００５年０８月２３日１０：００～１２：００

主な聴取内容 海外での製造と販売戦略，代表的

な海外工場の事例研究

�村田昭インタビュー（２５）
実施日時 ２００５年０９月２７日１０：００～１２：００

主な聴取内容 重要な技術革新となる事例，同業

との技術競争

�村田昭インタビュー（２６）
実施日時 ２００５年１０月１８日１０：００～１２：００

主な聴取内容 社内外の職能別人材マトリックス

【注】

１ 村田昭の評伝は『不思議な石ころ』（日本経済新聞

社）あるいは「村田昭・オーラルヒストリー」（政策

研究大学院大学C.O.E オーラル・政策研究プロジェ

クト）などにまとめられている。インタビュー（１）

（２）参照。

２ エリー社の歴史については「エリー前史」（The

History of Erie Resistor Corporation as presented

to The Newcomen Society by G. Richard Fryling，

typescript, October１２，１９５６）を参照した。

３ 鈴木（１９３９）

４ ションベルグ（１９４３）

５ １８９６年に京都市陶磁器試験所として発足，１９１９年

に国に移管され国立陶磁器試験所となり，１９５２年に

名古屋の工業試験所に吸収された。京都市工業試験

場窯業技術研究室（１９９７）参照。

６ 藤岡（１９６２）p.１２８

７ ステアタイトは，MgO・SiO２組成の絶縁物で，電

気絶縁性が大きく，高周波特性に優れ，化学的に安

定した耐熱性があり，機械的強度に強い性質をもっ

たセラミックスである。

８ 京都市工業試験場窯業技術研究室（１９９７）

９ 会社設立については，インタビュー（２）による。

１０ シェッフェル（１９４２）

１１ 産学協同については，インタビュー（３）による。

１２ 村田製作所の商品化時期は，村田製作所『明るい

仲間第１号』（１９５２.１１）「村田製作所のおいたち」に

よれば，昭和２２（１９４７）年の年末に６，０００pF程の値

をもった円筒ができた。

太陽誘電の商品化時期は，太陽誘電技報編集委員

会『NEEDS & SEEDS太陽誘電技報Vol. １』（１９８５.

０４）p.５８によれば，１９５０年春に円筒形（直径５㎜，長

さ４０㎜）で１０，０００pFを世に送り出している。

１３ 脇野（１９９３）p.４

１４ 脇野（１９９３）p.１

１５ １９５４年に大宮工場を大宮技研に改称，１９５５年に株

式会社大宮技研として分離独立，１９５６年に株式会社

村田技術研究所に改称し京都市から京都府乙訓郡長

岡町（現，長岡京市）に移転した。

１６ 技術研究所の設立については，インタビュー（４）

による。

１７ 藤島（１９７３.０１）p.１

１８ 田中（１９９０）p.１５５
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チタン酸バリウム実用化研究会の発起人会は１９５１

年に開催され，会合は１９５２年からスタートした。

１９ チタバリ実用化研究会については，インタビュー

（３）による。

２０ チタン酸バリウムの発見は，日本では１９４４年に小

川建男と和久茂，アメリカでは１９４２年にE.Wainer

と A.N.Salomon，ソビエトでは１９４４年にB.M.Vul ら

によってなされた。

２１ 藤島（１９７３.０１）p.１

２２ 家木（１９９９）

２３ 西川（１９８６.０７）p.６

２４ 坂本（１９８７）

２５ 筧・豊島（１９８７.０３）p.２８

２６ 脇野（１９９３）p.１８

２７ 藤島（１９９１.０９）p.１０４

２８ 独自の製品については，インタビュー（４）（５）

（７）（１１）（１５）（１６）（２５）による。

２９ アベグレン（１９７７）p.６９，水越（２００３）p.１３３

３０ 千葉（１９８６.１２）p.２２６

３１ 資金の確保については，インタビュー（９）（１３）

（２１）（２３）による。

３２ 藤本（１９８９）

３３ 八日市工場の建設については，インタビュー（７）

（８）による。

３４ 阿蘇谷（１９９１）

３５ 筧・豊島（１９８７.０１）p.３１

３６ 村田昭（１９９４）p.７３

３７ 地方工場の展開については，インタビュー（３）

（５）（８）（１１）（２２）（２３）による。

３８ 日本電子機械工業会（１９６８）p．２５６

３９ 政策研究大学院大学C.O.E オーラル・政策研究プ

ロジェクト（２００４.０９）p.３３

４０ 多彩な人たちの活躍については，インタビュー

（１）（２）（３）（４）（６）（７）（１３）（１４）（２６）による。

４１ 政策研究大学院大学C.O.E オーラル・政策研究プ

ロジェクト（２００４.０６）p.７４

IREショーは，その後 IEEEショー，国際電気電子

工学会ショーへと発展し，毎年ニューヨークで開か

れる世界最高水準の電子部品が揃う展示会となって

いる。これをモデルとして日本でも毎年，エレクト

ロニクスショー，現在のシーテックジャパンが開か

れるようになった。

４２ 明比（１９８６.１０）p.１

４３ 筧・豊島（１９８７.０２）p.３３

４４ 村田昭（１９９４）p.１８８

４５ 村田泰隆（１９８３）p.３０

４６ 海外への飛躍については，インタビュー（４）（６）

（７）（９）（１０）（１７）（１８）（１９）（２０）（２１）（２４）による。
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社１９４２年

� イー・アルベールズ・ションベルグ，船曳春吉訳

『高周波絶縁物』有象堂１９４３年

� 政策研究大学院大学C.O.E オーラル・政策研究プ

ロジェクト編『村田昭オーラルヒストリー』２００４年

６月

� 政策研究大学院大学C.O.E オーラル・政策研究プ

ロジェクト編『村田製作所オーラルヒストリー』

２００４年９月

� 鈴木信一『特殊窯業品』共立社１９３９年

� 太陽誘電編『太陽誘電技報 第１巻』１９８５年
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